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第1:章緒言

結核慢延ノ最モ重要ナル因子トシテ家族感染ラ

畢クうレコトーハ多徴識者ノ一致シタ意見デアルガ

此ノ家族感染ノ意義ノヽ幼少者ノ場合二於７晨モ

重大性テ有フヽル。若千年齢以上例ヘバ青年層二

於テ｡ハ家族感染ノミナラズ個人ノ紅會的交渉ノ

條件二依り感染テ惹起フヽル場合モ斟クナイ、而

シテ此紅會的交渉二依り惹起セラレタル感染ノ

機狸ヲ･個々ノ場合二於テ追及フ､ルコトハ甚グ困

難テ伴フ場合モアルガ、而モこが可能性テ想定

シ得ル幾多ノ因子テ畢ゲルコトガ出来ル。所謂

接客業者ノ業態ノ如キモ比較的結核感染ノ好條

f牛‾Fこアノレモノト考ヘラルｏ

接客業者Iヽ結核に

ノ見方が考ヘラレル、ソノ一ノヽ接客業者ヨリ客

が感染⊃レ可能性デアリソノニハ逆二接客業者

が客ヨリ感染スル可能性デアル、杜會的観黙ヨ

リシう｀第一ノ場合が重要ナ意義テ有ノ､ルコト勿

論デアルガこが調査ノ賓際ハ全ク困難デアル、

余等ハ各種接客業者ノ中特異卜几存在デアル娼

妓ラ撰ンデソノ結核感染状況テ明カユシ、斂上

ノ問題二開･､ル若干ノ材料ｦｰ提供シ度イト思

フ。

第２章

　

研究材料址二研究方法

　　　　

1.研究材料

警硯廳管下二於ケル娼妓サ對象トシタ、第３乃

至第４征二述ブルガ如ク、先ゾ管下二於テ新タ

ユ娼妓タラントスルモノ郎チ所謂新登録娼妓ト

管下二於テ若干年度娼妓生活ヲナセル所謂一般

娼妓トヲ･匹別シ、總倣約2000名二就テ調査テ

行ッタ。



加藤・小川・伊福・堀内・加藤＝娼妓ノ「ツペルクりｙ」皮内反鹿二就テ

2。研究方法

結核感染ヲ･知ル方法トシテ1907年Pirquet J

「ツベルクリン」皮膚反憲二依ル方法が出テョリ

幾多ノ撥法が案出サレタガ、余等ハManteoux

氏ノ「ツベルクリン1皮内反憲ノ方式ヲ用ヒルコ

トヽシタ、但シ「ツベルクリン」ノヽヽ2000位稀憚

【第18巻

液ラ用ヒタ。

「ツベルクリン」・ヽ本邦傅染病研究所製奮「ツベ

ルクリン」2000倍稀郡液テ使用シ、1/4注射針テ

用ヒ、0．1c£ヲ上勝屈面中央部皮内二注射スル

コトヽシタ。

3。判

　

定

「ツ・ヽごルクリン」2000倍稀郡液0．1C£サ用ヒテ

皮内反嘸ヲ･検査ノ、ル際ノ判定ノ標準二就テ刈

者二依り種カナル見解ガアルガ、余等八次ノ如

キ標準二依ツテ注意ソ､ルコトヽシタ。

　　

陽性

　　

賛赤長径

　　

８ｍｍ以上

　　

疑性

　　

登赤長径

　　

7―4mm

　　

陰性

　　

冊赤長径

　　

３ｍｍ以下

注射後判定－デノ時間ハ24時間乃至48時間ｔ

シタ。

第３章

　

新登録娼妓ノ結核感染率

管下二於ケル娼妓ノ結核感染状態テ論議セント

スル場合先ゾ明カナラシムベキダヽ新タニ管下二

於テ娼妓タラントハレモノノ感染状況デアツテ

管下二於ケル娼妓ノ結核二開’いレ研究ノ根柝ヲ･

ナフヽモノト考ヘラルヽヲ･以テ以下本問題二開フ、

ノレ報告テナサしトヽノレモノデアル。

警硯廳管下二於テ。・ヽ新タエ娼妓クラントいレモ

ノニ對シテ。・ヽ法的手績ヲ終了シタル後巌密ナル

酸格検査テ行ヒ、花柳病、結核、「トラホーム」

等ノ傅染性疾患ノ有無ラ検シ之等疾患ナキモノ

ノミテ許可シ娼妓二登録セシムル。

本章二於テノヽ昭和12年７月乃至昭和13年２月

ノ間二警視廳管下二於ケル吉原、洲崎、新宿ノ

各遊廓二新タユ許可登録セラレタル娼妓二就テ

就業後１ヶ月以内－「ツベルクリン」皮内反息テ

施行セル結果ヲ･収録シタ。

之等検査ノ結果ハ第１表、第２表二於テ明カナ

ルガ如ク、約牛数ノ陽性者位二陰性者ヲ匹別ス

ルコトガ出来タ、而シテ此ノ陽性率八年齢、出

身地位二就業前ノ生活環境二依ツテ左右セラル

ルコトガ考ヘラルヽテ以テ、之等ノ因子二依ル

陽性卒ヲ明カースルコトヽシ、第３表以下二之

ヲ･示ふタ。

特二生活環境二就テ｡・ヽ種｡々ナル見方モアルガ第

一二家族啜境トシテ家族歴中二結核患者叉・ヽ結

核死亡者アリシヤ否ヤ、第ニュ杜會環境トシテ

履歴中所謂接客業二従事シタリヤ否ヤニ就キテ

。・ヽ常然注目サルベキデアルガ、本論文ノ特徴ト

シテ主トシテ前歴二就テ調査尹行ツタ。

(１)新登録娼妓ノ結核戚染状況

　

第１表

　

新登録娼妓ノ陽性率

調　　査　　件　　敷 847

陽　性　斂 晋赤長径８回以上 432 陽性率・　51.0％

疑　性　敷 発赤長径4―7 niiD 15 疑性率1　1.8％

陰　性　駈 登赤長径３回以下 400 　　-陰　性　串　　47.2％
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(２)新登録娼妓ノ遊廓別二依ﾉ・'結核匯染状況

　　　

第２表

　

新登録娼妓ノ遊廓別陽性率
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第３表
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Ｏ』新を録娼妓ノ年齢二依ル結核威染状況

　　　　　　　

第１λ

　

押肺勧川心年診別陽性卒
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(５)新登録娼妓ノ出身地二依ﾉ･・結核ほ染状況

　　　

第５表

　

新登録蝸妓出身府駆別陽性や

接

シ

　

タ

　

リ

　

シ

＋

　

1

－
5↓
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青　　森　　3　　0　　4　　1　　29　　　　　121　1　58　1 32　　1　1　25　リ5.2％

秋　　．田，7　　1　　18　　23　　2　　38　1　89 30　　1　　　3 56 33.7％

山　　形’3　　0　　7　14　　1　14・39 17　　　1 21 43.6％

宮　　　城　　5　　0　　8　　22　　0　　27　　62 27　　　　　0 35 43.5％

岩　　手　０　　０　　１　１０　　１　　４；　１６ 10　！　　1 ５ 62.5％

錨　　　島　　7　　1　　6　　40　　1　　31　j　86 47　　:　　　2 37 54.7％

東北地｀方計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.350 163　　　8 179 46.6％

東　　　京　　４ ０　　　１ 42 ０ 22 ・69 46　　｀　　　0 23　・66.7％

紳　奈　川　　１ Ｏ　！　０ ９ ０ ７　１ 17 10 ０ 7　1 58.8％

埼　　　玉　　１ ０　　　２ 20 ０ 10 33 21 ０ 12　63.6％

千　　　　’葉　　　　１ ０ ０ 13 １ 17 1　32 14　・　　1 17　’43.8％

茨　　城　３ Ｏ　ｊ　９ 28 ０ 18 58 31 ０ 27 53.4％

柝　　木，２ Ｏ　・　３ 12 ０ 22 39 14　，　0 25　1 35.9％

群　　馬’４ ０　　　５ 23 １ 14 J　47 27 １ 19　　’57.4％

関東地方計 1　295 163　！　2 130　J 55.3％

斯　　　潟 １　１　０ ３ 13 j 0 ４ i　21　j　14 Ｏ　１　７66.7％

長　　　野 １ ０ ２ ５ １ ７ 16　°　6 １ ９ 37.5％

富　　　山 ０ ０ １ １ ０ ２ ４ １ ０ ３，

扁　　　井 １ ０ ０ ０ ０ １ ２　１　１ ０ １

北陸地方計 ｌ 1　　43　　・　　22 １ 20 51.2％

山　　梨１　０１　０ ０ ２　１　０　１　６り　　８ ２　ｉ　ｏ ６

評　　　岡 １ ０ ３ ７ １ ３ j　15 ８ １ ６

愛　　　知 １　１　０ ０ ０ ０ ２ ３ １　　　０ ２

三　　　擢宍　３　１　０ ０ ２ ０ ２ ７ ５ ０ ２ｉ
京　　都ｉ　Ｏ＝　０ ０ ０ ０ １　１ １ ０ ０ １

奈　　　良 １　，　０ １ ０ ０ Ｏ　！ ２ １ ０ ∩
和　歌　山 １　１　０ ０ ０ ０ ０ １ １　１　０ ０

島　　　根 ０　１　０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ０

紹　　　岡 ０ ０ １ ０ ０ ０， １ ０ ０ １

佐　　　奴 ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ０

熊　　　本 １　１　０ １ ０ ０ ０ ２ １ ０ １

鹿　兌　島 ０　１　０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １

朝　　鮮１　０１　０１　１１　０１　０ ０　１1　１　ｉ　ｏ　ｉ　ｏ レ

第↓章

　

警饅廳管下二於ケルー般娼妓ノ結核感染率

前章二於テ新登録娼妓ノ結核感染状況ヲ明カ＝－

シタガ、次二管下二於テ若干年限娼妓生活ヲナ

シタルモノ、卸チ一般娼妓ノ結核感染状況テ知

ルコトフ有意義ト考ヘラレル、依ツテ本章二於

テノヽ一般娼妓二就キ施行セル調査ノ結果ヲ･報告

スノレｏ

警脱廳管下二於テヘ娼妓ダヽ約7000除名(昭和

13年末)一及ビ此ノ總敬二就キ調査テ行フ事ハ

最モ望－シイコトデアルガ、諸般ノ事情二依リ

之ザ行フコトガ困難デアツタノデ、吉原、洲崎、

新宿、品川ノ各警視廳病院二昭和12年７月乃、

至ｎ月ノ間二入院セル娼妓1133名二就う｀調査

ヲ･賓施シタ､、此ノ調査ノ結果ヲ前章ト同様ナ考

察ノ方法二従ツテ奉ゲレバ第６表乃至第10表

が得ラレル、脚本章二於テハ特二若千年度娼妓

生活ヲナシタルモノニ就テ調査ヲ行ツタノデア

ルカラ此ノ業態二於ケル就業年限二依り考察ス

ル必要モアルノデ之ラ第11表二示シタ。
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(１)一般娼妓二於ケノl・結核殴染状況

　　　

第６表

　

一般娼妓ノ陽性卒

調

-一一

　

性

一一

　

性
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件

　　

徴

敷

･四
数

一
敏

我赤長径８ａ以上

晋赤長径4－7自

登赤長径３回以下

1133

699

一一一-

　

34

一 一 一 一

400

-

陽

ﾐｰ
疑

一
陰

性

性
一
性

- - 一 一 一 一 一

半

卒

一
廓

61．7％

3｡0％

35.3%

(２)一般娼妓二於ヶｙ遊廓別結核威染状況

　　　

第７表

　

一般娼妓ノ遊廓別陽性率

遊廓名 調査性徴 陽性敬 疑性徴 陰性徴 陽性率

吉　　　原 525 337　　1　　　12 1　　176 64.2％

洲　　　崎 436 255 22 159 58.5％

斯　　　宿 79 55 0　　　　　　　　　　　　21 69.6％

品　　　川 93 52 0　　　　　　　41 55.9％

計 1133　　1　　　699　　1　　　34　　　　　　400 61.7％

(３)一般娼妓ノ就業前歴二依々結核成染状況

　　　

第８表

　

一般娼妓ノ就業前職業別陽性率

調査性徴 陽性徴‘疑性徴 陰性徴 陽性市

背馳官業二従事セシ==･ト　　　382　　　　　　214　　　　　　14　　　　　　154 I　56.0％

内

譚

自宅ョリ直接来タリンベー　　jM? 110　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　671　　60.1％

姦‰

ﾚ］宍ェ｀女店ａ等７　　ぷ3　　　　104　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　87」　　52.3％

就業前接寥々とニ従事シタリシブ　　751　　　　485　　　　　20　　　　246　　　　64,6ら

　一女給､料理店､其他ノ飲食　　忿75　　　　　　176　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　89　　　　　　　　64（戸’内　店、逍戯場等ヲ純タル者　　×59　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛゜

譚．背戸9o湊゛溜　　309　　　　　　10　　　　　157　　　　　64.9％

（備考）×印敷字ハ家族内二結核患者叉.・ヽ死亡者アリン場合ヲ示ク、

(４)一般娼妓ノ年齢二依ﾉl・結核収染状況

　　　

第９表

　

一般娼妓ノ年齢別陽性率

年齢 調査
性徴
陽性敏 疑性徴 陰性徽 陽性率 年齢　漂窟伸生(疑性徴陰性徴 陽性率

19　　　　　47　　　　17　　　　1　　　　2936.2％

55.5％

26 45　　　　32　　　　2　　　　11　　　71.1％

20　　　　209　　　116　　　10　　　　83 27 21　　17　　1　　　6　　70.8％

21　1　211　　119　　4　　88 56.4％ 28 15　　　9　　1　　　5　　60.0％

22　　　　187　　　124　　　　3　　y　　6066.3％ 29 20 ，　　15，　　1　　　　4　　75.0％

23　　181 116　　　　6　　，　59
　　　　1 64.1％ 30以上 18　　10　　0　　8　55.6％

24　，97　　68　　4　125 70.1％ 計 1133　　699 1　34　: 400　　61 .7％

25 791　56　　1　j　22 70.9％
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(５)一般娼妓ノ出身地二依ﾉｙ結核殴染状況

　　

第10表

　

一般娼妓ノ出身府餌別陽性率

【第18巻

府　餌　名
調査I rra
件敬；陽性 疑性 陰性 陽性率 府　駆　名

調査
件敏
陽性 疑性　陰性 陽性率

樺　　　太 ５ ３　，０ ２ 冨　　山；　１ １ ０ ０

北　海　這 87 58　　　1 28　1 絹　　　井　　７ ２ ０ ５

青　　　森 61 35 ３ 23　　1 石　　川　　２ １ ０ １

秋　　　田 139 81　　3 55　1 北陸地方計

山　　　形 60 42　　・　　　1 17 山　　　梨 14 10 ０ ↓

宮　　　城 114 73　　2 39 評　　岡16 ９ ０ ７

岩　　　手 15 10　　　2 ３ 愛　　　知，２ ０ １ １

紹　　　島 110 61　　10 39 三　　重，２ ２ ０ ０

東北地方計 京　　　都 ２ ０ ０
　２一一　１東　　　京 103 69　　’1 33　＝ 奈　　良１　１ ０ ０

紳　奈　川 18 13　　　0 ５ 大　　阪１　１ １ ０ ０

埼　　　玉 73 37　　・　　　2 34　1 岐　　　阜 １ １ ０ ０

千　　　葉 53 36　　，　　0 17　1 和　歌　山 ２ １ ０ １

茨　　　城 79 48　　i　　　2 29　1 廣　　島ｉ　３ ３ ０ ０

柝　　　木 69 44 ３ 22　　i 高　　地１　２ ２ ０ ０

群　　　馬 37 24　　　　　1 12 鎬　　岡１　２ ２ ０ ０

関東地方計 １

｜
長　　　崎 ２ １ １ ０

新　　　潟 40 19　・　1 20 宮　　崎ｉ　１ １ ０ ０

長　　　野 ９ ９　１　　０ ０ １介　　計

(６)一般娼妓ノ就業年限二依々結核殴染状況

　　　

第11表

　

一般娼妓ノ就業年度別陽性率
管下遊廓二於

ケル就業年限
就業前職業別 調査件数　！　陽性叡 陽性二半

１年未満

接客業二従事セザリシ者 89 35 39.3％

接客業二従事ｼﾍﾟダル者 129 64 49.6ﾀぶ

小　　　　　　　　　計 218 99 ↓5.4‰

２年未満

接客業二従事セザリヅ者 144 80 55.6％

接客業二従事ｼﾍﾀﾙ者 312 195 62.5％

小　　　　　　　　　計 456 275 60.3％

３年未満

接客業二従事セザリヅ者 78 52 66.7ﾀぶ

接客業ニ'従事ｼ≒タル者 176 121 68.8％

小　　　　　　　　　　　　計 254 173 68.4％

４年末涵

接客業二従事セザリシ者 50 34 68.0％

接客業二従事シタル者 80 62 77.5％

小　　　　　　　　　　　　計 130 96 73.8％

５年以上

接客業二従事セザリシ者 21 13 61.9％

接客業二従事ｼﾍﾀﾙ者 54 43 79.6％

小　　　　　　　　　計 75 56 74.8％

合　　　　　　　　　　　　　　　　計 1133 699 61.7％
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第５章

　

考

　

按

先ゾ第３章二示シタ新登録娼妓二就テノ結核感

染泰二就テ按ズルー。全醵二於ケルソノ陽性率

ノヽ51％デアリ、こ等ノ年齢19歳以上ノ婦女子

トシテノヽ一般郡會地二於ケル常該年齢陽性泰二

比シ甚グ低率ナルコト及ビ年齢別陽性泰二於テ

示サレタル如ク年齢ノ増加二件フ陽性泰ノ噌加

が比較的顕著デナイコトガ注目セラレル。

此ノ理由ハ比較的地方ノ結核汚染度ノ少ナキ地

方ヨリ初ノ‘テ上京セル・モノヽ多敷ナリシコトニ

基クモノデアルコトハ、出身府瓢別陽性泰二依

ツテモ明瞭デアル。

茲二興味アル事賓ハ就業前ノ職業二依り其ノ陽

性泰が明カユ異ル黙デアル、即チ就業前既二接

客業二従事シタリシ者ダヽソノ陽性泰52．6％ナ

ルニ比シ、就業前接客業二従事セシコトナキモ

ノダヽソノ陽性泰42.9%'ニ過ギナイ、殊二就業前

接客業二従事セルモノヽ中藤妓、娼妓、酌婦等

ノ経歴アルモノト軍二女給、料理店女中其他ノ

飲食店、遊戯場等ノ従業員タリシモノト比較ス

ルニ、前者ノ陽性泰53．4％ニ比シ後者ノ陽性泰

が44.6%デアルコ1ヽモ頗ル興味アル對比デア

ノレＯ
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狗第３表中二示シタル家族中４結核患者叉・ヽ結

核死亡者アリシ場合ニと等ノ因子が陽性孝二幾

何ノ影響尹典ヘタリヤハ、調査材料恂不足－シ

テ未グこテ明確ニフヽルコトガ出来ナカツタ。

以上ノ開係ハ第４章二於ケル一般娼妓ノ結核感

染孝二就テモ全ク同様二観察出来ル、茲二於テ

ハ特二年齢ノ噌加二件フ陽性孝ノ噌加が注目サ

ルベキデアル、其ノ噌加ノ割合サ詳細二観察万･、

ルニ、年齢二於テノヽ19歳乃至22歳迄二於デノ

ミ噌加が著明デ爾鈴ハ増加ノ割合が少ナイ。こ

等ノ事賓ハ就業常初二於テ相常高孝二陽性韓化

が行ノ｀ゝレノレコ

　

トテ物語り爾諦二於テ陽性孝ノ噌

加ノ少ナキコトハ陽性糖化ノ減少ト云フョリモ

寧口陽性韓化者中ヨリ高率ノ農病者ヲ出シ、之

等馥病者ハ業態上値力的二淘汰セラレ、余等ノ

検索二洩レタル結果二依ルモノト推定サレル。

如斯考へ来ﾉし時ノヽ管下二於テ娼妓生活テ畳ムモ

ノ白身二取ツテハ其ノ就業中二於テ｡ハ結核感染

二依り相常ノ惨害が想像出来ルカ、他面斯クテ

登病セル娼妓ヨリ遊客二感染セシムル場合二就

テノ｀別丿個こ考慮ザナケレバ｀ナラナイ。

第６章

　

結

　

論

1。

　

警視廳管下二於テ新タニ就業セントフヽル娼

妓847名拉二若干年度就業セル娼妓1133名二

就テ「ツベリクリン」皮内反吉ヲ行ツタ。

２．新登録娼妓ニアツテダヽ都會地二於ケル年齢

同程度ノ一般婦女子ヨリ逢カユ陽性率ハ底率デ

アツタ､、

二3．

　

就業前接客業二従事セルモノーアツテノヽ然

ヤ

４．

　

就業年度雄二年齢ノ噌加ハ共二陽性率ノ増

加が見ラレタ。

（附記）稿ヲ･欄クユ常り本研究一犬多大ノ便宜サ

ユ典ヘラレタル、吉原、洲崎、新宿、品川各病院

長、聾長拉二醤局員二對シ深甚ノ敬意ヲ表っ、。


